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 ＪＲ東海労は７月３１日に開催された「原水禁世界大会・福島大会」に代表派遣を

しました。また、前段で開催された「原発のない福島を求める県民集会」へも参加し、

デモ行進を行いました。 

 原水禁世界大会は、毎年、「原爆の日」に合わせてヒロシマ・

ナガサキで開催していたが、今年は福島の原発事故を受けて、

初めて８５０名の参加によってフクシマで開催された。 

  また、約１７００人の県民集会参加者は「福島に原発はい

らない」「すべての被害を補償しろ」とシュプレヒコールを上

げながら、街頭をデモ行進しました。 

大会は、原水禁事務局長の基調提起とジャーナリストの鎌田

慧さんの講演が行われ、長崎の被爆者団体やチェルノブイリ原

発事故で被災した子どもの支援に取り組むロシアの NGO、ビキ

ニ環礁での水爆実験で被ばくした第五福竜丸の大石又七さん

も出席しました。 

原発事故は何も生産しない大地を生み出してしまった。しかし、この事態に接し、

まだなお「経済のためには原発が必要」という人たちもいる。私たちは、こうした人

たちを論理的に打破しなければならないし、運動を広げることのできなかった古い価

値観を捨てて、反原発のための運動を広げなければなりません。 

 
メッセージＴシャツ ビキニ事件の大石又七さん 講演をする鎌田慧さん 


